
　市では、四課栄養士会（健康課・障害福祉課・学務課・子育
て支援課）考案のオリジナルレシピを紹介しています。レシピ
はいずれも市nでご覧いただけます。

■しおかるくるめスープ
　塩分過多に繋がりやすい汁物から減塩に繋げることを目的とした高血圧予防レシピです。
条件を満たせば好きな食材や味で作ることができます。 １人分塩分 １ g以下の汁物の味の体
験をしてみませんか。適塩のバロメーターとして活用してください。この機会に日々を振り
返り健康作りへのステップアップにつなげましょう。
　市公式動画チャンネルでは作り方を公開しています。

◎��しおかるくるめスープの条件
　① １人分の塩分が １ g以下
　② １人分の野菜が３０g以上
　③�高血圧予防に関わる三栄要素（カリウム・カルシウム・
　　マグネシウム）を多く含む野菜が含まれている
　　　例＝キャベツ・トマト・かぼちゃ・ごぼうなど
　④汁物に使う野菜が含まれている
　　　例＝玉ねぎ・なす・にんじん・大根など

　多摩小平保健所と圏域 ５市（小平市、東村山市、清瀬市、東久留米市、西東京市）では、「地場野菜を活用して栄養バランスを考えるpart ２ −ち
ょっと減塩」と題して、コロナ禍で家庭での調理（おうちごはん）が増える中、「減塩でおいしくバランスのとれた食事」の実践を推進しています。
　日々の食生活で地場野菜の活用と減塩を意識してみませんか。
	 l健康課保健サービス係☎０４２・４７０・００２２

市のオリジナルレシピで地場野菜を使った料理にチャレンジ

東くるめの野菜レシピPart14より「アップルバーグを中心としたメニュー」

市n
（レシピ集）

市n（食育月間）

市公式動画
チャンネル

東くるめの野菜レシピPart８より▶
「ふわとろベジごはん」　

■東くるめの野菜レシピ
　地場野菜を取り入れたレシピ集です。四課栄養士会で毎年テ
ーマを決めて作成し、市内公共施設や地場野菜の直売所で配布
しています。

しおかるくるめスープよりしおかるくるめスープより
「新玉ねぎのスープ」「新玉ねぎのスープ」

�バランスのとれた食事をバランスのとれた食事を�
　「主食・主菜・副菜」の揃った食事が良いと言われます（左写真参
照）。忙しい朝は １つの器に「主食・主菜・副菜」の要素を盛り込む
ことも良い方法です。
主�食 �ご飯・パン・めん・パスタなどの穀類を主材料とする料理で、

エネルギーのもとになります。
主�菜 	肉・魚・卵・大豆および大豆製品などを主材料とする料理で、

身体を作るもとになります。
副�菜 	野菜・いも・豆類（大豆を除く）・きのこ・海藻などを主材料

とする料理で、身体の調子を整えるもとになります。

�塩分量も意識してみましょう塩分量も意識してみましょう�
　日本人の １ 日あたり塩分摂取量の目標値は、成人男性で７．５g未
満、成人女性で６．５g未満、高血圧症予防のためには ６ g未満が望ま
しいとされています。食塩の過剰摂取は高血圧症をはじめ各生活習
慣病の重症化に繋がります。

食生活を見直してみませんか食生活を見直してみませんか

地場野菜とるるめちゃん地場野菜とるるめちゃん

　野菜は各栄養素を体内で活用するための補
助的な役割を果たしていますが、身体機能の
維持・調節には不可欠です。特に旬の野菜は
味も良く、栄養価も高いです。
　市nに掲載の「直売所農さんぽマップ（※）」
では、お近くの直売所を調べることができま
す。直売所で地場野菜を購入することは、地
産地消に繋がり、SDGs（持続可能な開発目
標）達成に貢献できる取り組
みでもあります。旬の地場野
菜を手に入れ、地域応援と健
康作りを始めませんか。
　※	同マップの紙媒体での配
布は終了しています。

直売所
農さんぽ
マップ

地場野菜を食べましょう

おうちごはんおうちごはんからからおいしくおいしく 健康作り

野菜使用量：163g
栄養価（1人分）
エネルギー	６５７kcal
たんぱく質	 29．2g
カルシウム	 2７５mg
鉄	 4．9mg
食塩相当量	 2．9g
食物繊維	 9．3g

６月は食育月間です６月は食育月間です
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新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。



新型コロナウイルス感染症相談窓口　〜まずは電話で相談を〜
新型コロナウイルスの感染が疑われる症状がある方の受診相談
※かかりつけ医がいる場合は、かかりつけ医に電話でご相談ください。
●東京都発熱相談センター☎03・5320・4592　☎03・6258・5780
　（24時間、土曜・日曜日、祝日も受付）
●東京都多摩小平保健所☎042・450・3111
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前9時〜午後5時受付）
新型コロナウイルス感染症に関する一般的内容（予防など）の相談
●厚生労働省電話相談窓口（コールセンター）
　☎0120・565653
　（午前9時〜午後9時。土曜・日曜日、祝日も受付。多言語対応）
●東京都新型コロナウイルス感染症電話相談窓口
　（新型コロナ・オミクロン株コールセンター）☎0570・550571
　（午前9時〜午後10時。土曜・日曜日、祝日も受付。多言語対応）

新型コロナウイルスワクチンに関する相談窓口
ワクチン接種に関する一般的な内容について

●厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
　☎0120・761770（午前9時〜午後9時。土曜・日曜日、祝日も受付）
●�（厚生労働省）新型コロナウイルス関連及びワクチンについての聴覚障害者
相談窓口
　FAX：03・3581・6251　m：corona-2020@mhlw.go.jp

ワクチン接種に関する市の対応（接種の予約や会場など）について

●東久留米市新型コロナワクチンコールセンター
　☎042・420・7177（かけ間違いのないようにご注意ください）
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前9時〜午後5時受付）
　FAX：042・477・0033（聴覚に障害のある方などの相談）

市n

l市新型コロナワクチンコールセンター
　（市コールセンター）☎042・420・７1７７
　※詳細は市nをご覧ください。

新型コロナウイルスワクチン関連情報

ワクチンの種類ファイザー社製、モデルナ社製
接種会場右表の市内実施医療機関および集団接種会場
対象者 ３ 回目接種から ５カ月以上経過し、次のいずれかに該当する方
①６０歳以上の方
②�１８歳以上６０歳未満で基礎疾患をお持ちの方、その他重症化リスクが高い
と医師が認める方

接種券交付依頼が必要な方１８歳以上６０歳未満の基礎疾患をお持ちの方など
や、６０歳以上で ３回目のワクチン接種後に東久留米市に転入された方など
は、 ４回目接種券の交付依頼が必要です。交付依頼は市nから行っていた
だくか、市コールセンター☎０４２・４２０・７１７７へお問い合わせください
接種券の発送スケジュール ３ 回目の接種を ３年１２月３１日までに行った方へ
の接種券は ４年 ５月下旬に発送予定です（ ５月２５日現在）。接種券の到着ま
で １週間程度かかる場合があります

◆４回目接種のお知らせ

　引き続き、感染対策を意識し、「３つの密（密閉・密集・密接）」の回避、人と人との距離の確保、「手洗い・咳エチケッ
ト・マスク着用」など、一人ひとりの感染防止対策の徹底にご協力をお願いします。 　新型コロナウイルス感染

症の影響により、市公共施
設の利用制限および市主催
イベントなどを中止・延期
している場合があります。
　最新の市の
新型コロナウ
イルス関連情
報は、市nを
ご覧ください。 市n

３つの条件がそろう場所がクラスター（集団）発
生のリスクが高いです。日ごろの生活の中で「３
つの密」が重ならないように工夫しましょう。
※このほか、共同で使う物品には消毒などを行っ
てください。

密接場面

間近で会話や
発声をする
密接場面

間近で会話や
発声をする密集場所

多数が集まる

密閉空間
換気の悪い
密閉空間
換気の悪い

窓やドアを開けこまめに換気を！

マスクがない時 とっさの時 マスク着用時の
注意点

鼻と口の両方を
確実に覆い、隙
間がないように
する

袖で口・鼻を
覆う

ティッシュ・
ハンカチで口・
鼻を覆う

①６月１８日㈯…市民プラザ・わくわく健康プラザ
②６月１９日㈰…市民プラザ・わくわく健康プラザ
③６月２５日㈯…市民プラザ・わくわく健康プラザ
④６月２６日㈰…市民プラザ・わくわく健康プラザ

　※ワクチンは各日１，４４０人分（予定）で、モデルナ社製です。
　※�市民プラザは集団接種実施日終日、接種を予約した方以外はご利用で
きません。

対象者 ３ 回目・ ４回目の接種券をお持ちの方
　※�２ 回目の接種を ３年１１月１６日〜３０日に行った方には、 ３回目の接種券
を ４年 ５月２７日に発送済みです。接種券の到着まで １週間程度かかる
ことがあります。

　※�４ 回目の接種券が届いた方も、予約期間中であれば届き次第予約が可
能です。

予約方法集団接種予約サイトでのウェブ予約、または、
市コールセンターへの電話による代行予約
予約受付開始日時

　 ６ 月 ８ 日㈬午前 ９時から
　※同日時から集団接種予約サイトを公開します。
接種日時・ 会場など実施時間は、市民プラザはいずれも正午〜午後 ６時、
わくわく健康プラザはいずれも午後 １時４５分〜 ４時４５分

◆６月の集団接種の予約を６月８日㈬から開始します

集団接種予約サイト

表　個別接種実施医療機関
※医療機関によって予約の条件が異なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※ウェブ予約は市医師会ウェブサイトまたは各医療機関のウェブサイトで予約可能です。

医療機関名 所在地 （ ）市外局番
042

電話番号 予約方法

電話 ウェブ 来院

１ 東久留米団地診療所 上の原１－４－11－10３ 4７1・2６2８ ○
２ 細井医院 東本町４－３ 4７1・01３0 ○ ○
３ 初谷整形外科クリニック 東本町5－１ ― ○
４ おかの内科クリニック 東本町６－1５ 4７７・00５５ ○
5 石橋クリニック 東本町８－9 4７７・５５６６ ○ ○
６ いくせ医院 新川町１－４－1８ 4７1・2３04 ○
７ 福山内科クリニック 新川町１－9－22 4７0・９1７７ ○ ○
８ ひばりヶ丘診療所 学園町２－11－14 421・0９７３ ○ ○
9 清水胃腸科内科 本町１－１－11 4７2・８７0９ ○ ○

10 東久留米駅前クリニック 本町１－３－６、
グランツビル２Ｆ 4７1・５0５1 ○

11 古谷消化器科内科 本町３－１－9 4７６・4100 ○

12 大塚小児科アレルギー科
クリニック 本町３－１－2３ 4７９・７３00 ○ ○

1３ 富士見通り診療所 本町３－３－2３ 4７1・22９1 ○
14 水野胃腸クリニック 本町３－８－1９ ― ○
1５ あだち医院 本町３－11－1５ ― ○
1６ 山口内科・呼吸器科クリニック 本町３－12－２ ― ○
1７ 久留米ヶ丘病院 小山5－７－３ 4７1・0122 ○
1８ 東久留米なごみ内科診療所 幸町３－11－14 4７0・７５３0 ○ ○
1９ おざき内科循環器科クリニック 幸町４－２－１ 4７７・0５５５ ○ ○

20 アルテミスウイメンズ
ホスピタル 中央町１－１－20 ― ○

21 前田病院 中央町5－1３－３4 ― ○
22 鹿島医院 南沢４－３－２ 4６1・2９６７ ○ ○

2３ 東久留米おだやかメディカル
クリニック

南沢5－1７－６2、
イオンモール東久留米２階

0８0・３３12
・５８04 ○ ○ ○

24 鈴木クリニック 南沢5－1８－５0 4６0・８５02 ○
2５ 前沢医院 前沢２－10－9 4７1・01５4 ○
2６ すずのね内科・神経内科 前沢４－７－11 ― ○
2７ たきぐち内科クリニック 前沢４－３1－４ 4７0・９11８ ○ ○
2８ 滝山病院 滝山４－１－1８ ― ○
2９ 石垣整形外科 滝山5－22－1７ 4７0・0６20 ○ ○
３0 黒目川診療所 滝山5－2７－1６ ― ○
３1 飯田医院 滝山７－1５－1６ ― ○ ○
３2 胃腸科内科松本クリニック 下里２－８－21 4７９・７1７1 ○
３３ 大波クリニック 下里７－６－２ ― ○
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール
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ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
の
見
直
し

　
対
象
と
な
る
医
薬
品
を
よ
り

効
果
的
な
も
の
に
重
点
化
し
、

適
用
期
限
が
令
和
８
年
末
ま
で

延
長
さ
れ
ま
す
。

　
※
５
年
度
分
以
後
の
市
民
税

・
都
民
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

l
課
税
課
市
民
税
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
７
７（
内
線
２
３

３
３
〜
２
３
３
７
）

市n

４
年
度
国
民
健
康
保
険

税（
国
保
税
）の
改
定

　
国
民
健
康
保
険（
以
下
、「
国

保
」）は
、
病
気
や
け
が
を
し
た

と
き
に
、
加
入
す
る
皆
さ
ん
の

経
済
的
負
担
を
抑
え
、
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

保
険
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
も

の
で
す
。
国
保
制
度
は
財
源
を

国
や
都
な
ど
の
公
費
と
、
加
入

者
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
国
保
税
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
急
速

な
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度

化
に
よ
る
医
療
費
の
上
昇
な
ど

に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
４
年
度
国
保
税
の
税
率
等
改

定
　
平
成
３０
年
度
か
ら
、
都
が
市

と
と
も
に
保
険
者
と
な
り
、
一

体
と
な
っ
て
新
た
に
制
度
を
運

営
し
て
い
ま
す
。
都
が
財
政
運

営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
市
は

都
が
決
定
し
た
納
付
金
を
納
め
、

都
か
ら
医
療
費
の
支
払
い
に
必

要
な
交
付
金
を
受
け
取
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
年
度
の
市
か
ら
都
へ
の
納

付
金
の
支
払
い
に
要
す
る
財
源

に
つ
い
て
は
、
不
足
額
が
約
７

億
９
３
０
０
万
円
に
上
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
財
源

の
不
足
は
国
保
税
に
よ
っ
て
対

応
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま

す
が
、
今
年
度
は
国
保
税
の
引

き
上
げ
の
ほ
か
、
一
般
会
計
繰

入
金（
赤
字
繰
り
入
れ
）を
４
億

４
８
０
０
万
円
、
国
民
健
康
保

険
事
業
運
営
基
金（
貯
金
）か
ら

１
億
円
を
投
入
し
、
そ
の
上
で
、

改
定
総
額
を
約
７
８
０
０
万
円

と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
１

人
当
た
り
の
平
均
引
き
上
げ
額

は
約
２
８
０
２
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
保
健
事
業
等
の
そ
の

他
の
財
源
不
足
額
へ
の
対
応
分

を
合
わ
せ
た
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ（
赤
字
繰
り
入
れ
）総

額
は
、
約
６
億
２
６
０
０
万
円

に
上
り
、
依
然
と
し
て
非
常
に

厳
し
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
国
保
税
の
算
定
方
法

　
国
保
税
は
、
負
担
能
力
に
応

じ
て
算
出
さ
れ
る
所
得
割
と
、

受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
ご
負

担
い
た
だ
く
均
等
割
の
合
算
に

よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
。
具
体
的

な
税
率
等
や
算
定
方
法
に
つ
い

て
は
、
市
n
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

市n

◎
未
就
学
児
に
係
る
応
益
割

（
均
等
割
）の
軽
減
措
置

　

未
就
学
児（
６
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
３１
日
ま

で
の
間
に
あ
る
方
）分
の
均
等

割
の
２
分
の
１
を
軽
減
す
る
よ

う
、
当
該
規
定
を
改
め
ま
し
た
。

国

保

事

業

の 

健
全
運
営
に
向
け
て

　
時
代
の
変
化
に
対
応
し
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
国
保
事

業
の
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
保
税
の
税
率
な
ど
を
改
定
し

ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

４
・
５
年
度
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
保
険
料

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
は
、
一
定
の
金
額
を
負
担

す
る「
均
等
割
額
」と
、
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所

得
割
額
」を
合
計
し
た
額
を
被

保
険
者
の
一
人
ひ
と
り
に
納
め

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合（
以
下
、「
広
域
連
合
」）議
会

で
、
４
・
５
年
度
の
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料（
以
下
、「
保
険

料
」）の
料
率
な
ど
が
決
ま
り
ま

し
た
。

４・
５
年
度
の
保
険
料
▼
均
等

割
額
＝
４
万
６
４
０
０
円
、
▼

所
得
割
率
＝
９
・
４９
％
、
▼
賦

課
限
度
額
＝
６６
万
円

　
※
年
間
保
険
料
額
は
、
７
月

に
広
域
連
合
長
が
決
定
し
、
同

月
中
旬
に
市
か
ら「
決
定
通
知

書
兼
納
付（
納
入
）通
知
書
」を

発
送
し
ま
す
。

保
険
料
負
担
と
医
療
費
適
正
化

保
険
診
療
の
医
療
費（
総
額
）が

１
万
円
の
場
合
、
自
己
負
担
の

割
合
が
１
割
の
方
は
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
１
０
０
０
円
を

負
担
し
、
残
り
の
９
０
０
０
円

は「
医
療
給
付
費
」と
し
て
広
域

連
合
が
医
療
機
関
な
ど
に
支
払

い
ま
す
。

　
「
医
療
給
付
費
」の
財
源
は
次

の
通
り
で
す
。

　
①
国
・
都
・
広
域
連
合
を
構

成
す
る
都
内
６２
区
市
町
村
が
負

担
す
る
公
費（
５
割
）

　

②
各
医
療
保
険（
国
保
、
健

保
な
ど
）に
加
入
す
る
現
役
世

代
の
保
険
料
で
負
担
す
る
後
期

高
齢
者
支
援
金（
４
割
）

　
③
被
保
険
者
の
方
が
負
担
す

る
保
険
料（
１
割
）

　
ま
た
、
広
域
連
合
と
構
成
区

市
町
村
で
は
、「
医
療
給
付
費
」

の
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
促

進
事
業
な
ど
、
医
療
費
適
正
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
医
療
給
付
費
」の
増

加
抑
制
は
、
保
険
料
の
負
担
抑

制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
制
度
に
関
し
て
は
、
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年

始
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
に
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ

セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
０
８

６
・
５
１
９（
Ｉ
Ｐ
電
話
の
方

は
☎
０３
・
３
２
２
２
・
４
４
９

６
）、
ま
た
は
広
域
連
合
公
式

n
東
京
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

l
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
８
４
６

東京いきいき
ネット

４
年
度
後
期
高
齢
者 

医
療
制
度
保
険
料
の 

軽
減
率
特
例

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

次
の
通
り
保
険
料
の
軽
減
措
置

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

均
等
割
額
の
軽
減
同
じ
世
帯
の

被
保
険
者
全
員
と
世
帯
主
の
総

所
得
金
額
等
を
合
計
し
た
金
額

（
※
）を
も
と
に
均
等
割
額
を
軽

減
し
ま
す
。
６５
歳
以
上
の
方
の

公
的
年
金
所
得
に
つ
い
て
は
、

そ
の
所
得
か
ら
さ
ら
に
高
齢
者

特
別
控
除
額
１５
万
円
を
差
し
引

い
た
額
で
判
定
し
ま
す（
左
下

表
１
参
照
）

　
※
総
所
得
金
額
等
を
合
計
し

た
額
＝
前
年
の
総
所
得
金
額
、

山
林
所
得
金
額
、
株
式
・
長
期

（
短
期
）譲
渡
所
得
金
額
の
合
計

（
退
職
所
得
を
除
く
）。
事
業
専

従
者
控
除
、
譲
渡
所
得
の
特
別

控
除
が
あ
る
場
合
は
、
均
等
割

額
の
軽
減
判
定
額
の
算
出
の
際

に
必
要
経
費
と
し
て
算
入
、
ま

た
は
控
除
し
ま
せ
ん
。

所
得
割
額
の
軽
減
所
得
が
基
準

額
を
超
え
な
い
被
保
険
者
は
、

所
得
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

（
右
下
表
２
参
照
）

被
扶
養
者
の
軽
減
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ
た
日

の
前
日
ま
で
会
社
の
健
康
保
険

（
国
保
・
国
保
組
合
を
除
く
）な

ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

当
面
の
間
、
所
得
割
額
は
か
か

り
ま
せ
ん（
右
下
表
３
参
照
）

被
扶
養
者
軽
減
の
期
間
制
度
加

入
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
月
ま

で（
均
等
割
額
）

　
※
低
所
得
者
に
よ
る
均
等
割

額
の
軽
減（
下
表
１
参
照
）に
該

当
す
る
場
合
は
、
軽
減
割
合
の

高
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

l
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
８
４
６

表１　均等割額の軽減割合
総所得金額等の合計額 ４年度軽減割合

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－１）×１０万円
以下 ７割

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－１）×１０万円
＋２８.５万円×（被保険者数）以下 ５割

４３万円＋（年金または給与所得者の合計数－１）×１０万円
＋５２万円×（被保険者数）以下 ２割

※�世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判定する対象
になります。
※�世帯の判定は、当該年度の４月１日時点（年度の途中で制度の対象になっ
た場合は資格取得日）で行います。

表２　所得割額の軽減割合
（都後期高齢者医療広域連合独自の軽減）

賦課のもととなる所得金額 軽減割合

１５万円以下 ５０％

２０万円以下 ２５％

表３　被扶養者軽減（均等割額の軽減割合）
加入から２年を経過する月まで 加入から２年経過後

均等割額 ５割軽減 軽減なし

所得割額 負担なし

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
の
４
年
度
の
年
金
額

が
改
定
に
な
り
ま
し
た

　
元
年
１０
月
か
ら
始
ま
っ
た

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

年
金
と
異
な
り「
物
価
変
動

率
」に
連
動
さ
れ
給
付
基
準

額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
４

年
４
月
分（
６
月
振
込
分
）か

ら
次
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

　
▼
老
齢
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
＝
５
０
２
０
円（
※
）

▼
障
害
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
＝
１
級
６
２
７
５
円
、

２
級
５
０
２
０
円
▼
遺
族
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
＝
５
０
２

０
円

　
※
あ
く
ま
で
基
準
額
で
あ
り
、

実
際
の
金
額
は
保
険
料
納
付
済

期
間
な
ど
に
応
じ
て
算
出
さ
れ

ま
す
。

１０
月
分
か
ら
の
所
得
基
準

額
の
改
定
に
つ
い
て

　
給
付
金
の
支
給
要
件
は
、
３

年
１０
月
～
４
年
９
月
分
は
令
和

２
年
中
の
所
得
情
報
、
４
年
１０

月
～
５
年
９
月
分
は
令
和
３
年

中
の
所
得
情
報
で
判
定
を
行
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
年
の

所
得
基
準
額
に
よ
っ
て
は
給
付

金
の
該
当
、
ま
た
は
非
該
当
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
を
か
た
る
詐
欺
に 

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労

働
省
が
、
電
話
で
口
座
番
号

を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数
料

な
ど
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
ご
請
求
で
お
困
り
の
時
は
、

お
手
元
に
請
求
書
を
ご
用
意

の
上
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１

６
５（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）か
武

蔵
野
年
金
事
務
所
☎
０
４
２

２
・
５
６
・
１
４
１
１
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。	

l
同
事
務
所
☎
０
４
２
２
・

５
６
・
１
４
１
１

国
民
年
金

だ
よ
り

（
３
面
か
ら
続
く
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

発
送
し
ま
す

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
る
こ
と
で
、
薬
代
の
自

己
負
担
額
の
軽
減
が
見
込
ま
れ

る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

方
に
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
の
お
知
ら
せ
」を
送

付
し
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
切
り
替
え
る
場
合
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

発
送
時
期
６
月（
２
月
処
方
分
）

以
降
１１
月（
７
月
処
方
分
）ま
で

の
各
月
、
花
粉
症
に
係
る
お
知

ら
せ
は
１
月（
前
年
３
月
処
方

分
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
一

般
的
に
低
価
格
で
あ
り
な
が
ら

新
薬（
先
発
医
薬
品
）と
治
療
学

的
に
同
等
で
あ
る
と
厚
生
労
働

省
に
認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医

薬
品
の
こ
と
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合

は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
※
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
処
方
箋

に
変
更
不
可
の
印
が
あ
る
薬
は
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
変
更

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

l
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
３

子
ど
も

と
教
育

６
月
は
児
童
手
当
等
の

定
例
払
月
で
す

　
２
月
～
５
月
分
の
手
当
を
指

定
預
金
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

振
込
予
定
日
▼
児
童
手
当
＝
６

月
１０
日
㈮
▼
児
童
育
成
手
当
＝

６
月
１３
日
㈪
▼
ひ
と
り
親
家
庭

住
宅
手
当
＝
６
月
１５
日
㈬

　
※
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入

金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

児
童
育
成
手
当
の�

現
況
届
を
送
付
し
ま
す

　
現
況
届
は
引
き
続
き
手
当
を

受
け
る
た
め
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
を
確
認
す
る
も
の
で

す
。
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
該
当
す
る
現
況
届
を
６
月
１０

日
㈮
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
必
要
事
項
を
記
入

し
、
添
付
書
類
を
ご
用
意
の
上
、

次
の
通
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
６
月
３０
日
㈭
ま
で
に

（
必
着
）、
返
信
用
封
筒
で
市
役

所
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

宛
て
郵
送
ま
た
は
直
接
同
係

（
市
役
所
２
階
）へ
提
出
を

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
６

高
齢
者

・
福
祉

市
内
で
活
動
し
て
い
る

団
体
に
リ
ハ
ビ
リ
専
門

職
を
派
遣
し
ま
す

　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
体
操

グ
ル
ー
プ
な
ど
団
体
に
リ
ハ
ビ

リ
専
門
職（
体
の
専
門
家
で
あ

る
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士

・
言
語
聴
覚
士
）を
派
遣
し
、

普
段
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
体

操
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ご
当
地

体
操「
わ
く
わ
く
す
こ
や
か
体

操
」を
は
じ
め
て
実
施
す
る
グ

ル
ー
プ
に
は
、
こ
の
体
操
を
早

く
覚
え
ら
れ
る
よ
う
複
数
回
リ

ハ
ビ
リ
専
門
職
を
派
遣
し
ま
す
。

e
市
内
で
活
動
し
て
い
る
お
お

む
ね
６５
歳
以
上
の
方
で
構
成
し

て
い
る
団
体（
通
い
の
場
や
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
自
治
会

な
ど
）

d
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

g
無
料

k
l
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
、
電
話
で
各
地
域
を
担
当

す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ　
▼
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
担
当
地
域
は
上
の
原
・

金
山
町
・
神
宝
町
・
氷
川
台
・

大
門
町
・
小
山
・
東
本
町
・
新

川
町
・
浅
間
町
）☎
０４２
・
４
２

８
・
７
７
８
８

　
▼
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
担
当
地
域
は
本
町
・
幸

町
・
中
央
町
・
南
沢
・
学
園
町

・
ひ
ば
り
が
丘
団
地
・
南
町
・

前
沢
一
～
三
丁
目
）☎
０４２
・
４

５
１
・
５
１
２
１

　
▼
西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
担
当
地
域
は
前
沢
四
・

五
丁
目
・
滝
山
・
野
火
止
・
八

幡
町
・
柳
窪
・
弥
生
・
下
里
）

☎
０４２
・
４
７
２
・
０
６
６
１

子育てに関する利用者支援事業子育てに関する利用者支援事業
保育サービスなどの相談・ご案内を行っています保育サービスなどの相談・ご案内を行っています

６月から児童手当制度が一部変わります

　市では、子育て中の方や妊婦の方が、主に保育に関する
施設や地域の子育て支援事業の中から、必要な支援を選択
して円滑に利用できるように、利用者支援員が窓口などで
情報提供・相談・助言などを行う「利用者支援事業」を実施
しています。
　また、利用者支援員が保育施設への入所や市内の保育サ
ービスについてご案内する「利用者支援員相談」を行ってい
ますので、ぜひご利用ください。利用にあたっては事前に
相談日時をご予約ください。
l子育て支援課子ども政策担当（利用者支援員）☎０４２・４７０
・７７４０

l児童青少年課助成支援係☎０４２・４７０・７７３６

　現況届の提出は原則不要になります
変更点１

変更点２

　現況届は、毎年 ６月 １日の状況を把握し、 ６月分以降の児童手当等を引
き続き受ける要件（児童の監督や保護、生計が同一であることなど）を満た
しているかどうかを確認するものです。
　これまで、児童手当等の支給を受けているすべての方に現況届の提出を
お願いしていましたが、 ４年 ６月以降は次の方を除き現況届の提出は不要
です。今後は現況届が必要な方（※）のみ、 ６月に案内をお送りします。
　※�現況届が必要な方＝配偶者からの暴力等により住民票の住所と異なる
住所にお住まいの方、支給要件児童の戸籍がない方、離婚協議中で配
偶者と別居している方、その他状況を確認する必要がある方

　所得額が基準額以上の世帯は児童手当等が受けられなくなります
　 ４ 年 ６ 月 １ 日施行の児童手当法の一部改正に伴い、 ４ 年１０月支給分（ ６
～ ９月分）から、児童を養育している方の所得が右表の「所得制限限度額②」
以上の場合、児童手当等は支給されません。所得超過により手当額に変動
が生じる場合は、 ９月に通知をお送りします。また、児童手当等が支給さ
れなくなったあとに、所得が「所得制限限度額②」を下回った場合、改めて
認定請求書等の提出が必要となりますので、ご注意ください。

表１    ４年度（３年分）児童手当等所得制限限度額

扶養親族等の数 所得制限限度額①
【従来通り】

所得制限限度額②
【新設】

０人 ６２２万円未満 ８５８万円未満

１人 ６６０万円 ８９６万円

２人 ６９８万円 ９３４万円

３人 ７３６万円 ９７２万円

４人 ７７４万円 １,０１０万円

５人 ８１２万円 １,０４８万円

５人以降１人増すごと
に加算する金額 ３８万円 ３８万円

表2

表１の所得制限
限度額①未満の場合

表１の所得制限限度額①
以上所得制限限度額②

未満の場合

表１の所得制限
限度額②
以上の場合

児童手当支給 特例給付支給

支給なし
・３歳未満　　　　　月額１万５,０００円
・３	歳以上小学校修了前	
第１子・第２子　月額１万円	
第３子以降　　　月額１万５,０００円

・中学生　　　　　　月額１万円

月額５,０００円（一律）
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

市民生活 子どもと教育 高齢者・福祉



「
わ
く
わ
く
す
こ
や
か

体
操
」を
一
緒
に
体
験

し
ま
せ
ん
か

　
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協

議
会
で
は
、
市
の
ご
当
地
体
操

「
わ
く
わ
く
す
こ
や
か
体
操
」を

作
成
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
よ
く
転
び
そ
う
に
な
る
」

「
思
う
よ
う
に
足
が
上
が
っ
て

い
な
い
」な
ど
で
お
悩
み
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
緒
に

こ
の
体
操
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
会
場
で
は
体
操
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

a
７
月
７
日
㈭
午
後
２
時
～
３

時
半（
１
時
半
か
ら
受
け
付
け
）

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

e
医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ

て
い
な
い
、
お
お
む
ね
６５
歳
以

上
の
市
民
の
方

f
先
着
３０
人

d
山
田
健
太
郎
氏（
東
久
留
米

市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
議

会
理
学
療
法
士
）

g
無
料

j
手
話
通
訳
あ
り

k
６
月
３
日
㈮
午
前
９
時
か
ら

電
話
で
介
護
福
祉
課
地
域
ケ
ア

係（
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
７

７〈
内
線
２
５
０
１
～
２
５
０

３
〉）へ

l
同
係介

護
の
し
ご
と
入
門
研

修
～
全
７
回
の
研
修
で

介
護
の
仕
事
の
基
礎
を

楽
し
く
学
ぼ
う
～

　
介
護
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

や
勉
強
し
た
い
方
、
働
き
た
い

方
、
介
護
の
仕
事
の
基
礎
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
研
修
最
終

日
に
は
、
介
護
の
仕
事
や
働
き

方
に
つ
い
て
、
市
内
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
方
と
相
談
で
き

る「
お
し
ご
と
相
談
会
」を
開
催

し
ま
す
。
な
お
、
本
研
修
は
厚

生
労
働
省
が
定
め
る「
介
護
に

関
す
る
入
門
的
研
修
」に
位
置

づ
け
て
実
施
し
ま
す
。

◎
研
修
説
明
会

　
事
前
に
研
修
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

説
明
会
に
参
加
で
き
な
く
て
も
、

研
修
に
申
し
込
む
こ
と
は
可
能

で
す
。

a
６
月
２３
日
㈭
午
前
１０
時
～
正

午b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

◎
研
修

a
全
７
回
。
７
月
１３
日
・
２０
日

・
２７
日
、
８
月
３
日
・
１７
日
・

２４
日
・
３１
日（
お
し
ご
と
相
談

会
実
施
日
）の
い
ず
れ
も
水
曜

日
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　
※
終
了
時
間
は
日
程
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

b
成
美
教
育
文
化
会
館
３
階
大

研
修
室

e
市
内
で
の
介
護
の
仕
事
に
興

味
の
あ
る
方
で
、
全
７
回
の
研

修
と
お
し
ご
と
相
談
会
に
参
加

で
き
る
方

f
先
着
３５
人

g
無
料

j
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
保

育
あ
り
。
定
員
５
人
。
申
し
込

み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い

k
６
月
１
日
㈬
か
ら
電
話（
☎

０３
・
５
９
０
１
・
３
０
６
１
）、

o（
０３
・
５
９
０
１
・
３
０
６

２
）、
ま
た
は
m（kaigotoky 

o@
kaigo-center.or.jp

）で

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー
東
京
支
部
へ

l
介
護
福
祉
課
地
域
ケ
ア
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
７
７（
内

線
２
５
０
１
～
２
５
０
３
）ま

た
は
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー 

利
用
者
募
集

募
集
区
分
機
能
回
復
訓
練

利
用
期
間
初
回
利
用
か
ら
６
カ

月
間

c
▼
運
動
療
法
個
別
指
導（
家

族
も
含
む
）▼
補
装
具（
車
い
す
、

下
肢
装
具
、
つ
え
な
ど
）の
製

作
・
修
理
の
相
談
、
使
用
練
習

▼
整
形
外
科
医
師
相
談

e
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

　
①
市
内
在
住
で
１５
歳
～
６４
歳

の
方
②
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
対
象
で
な
い
方
③
医
療
行

為
を
終
え
症
状
が
安
定
し
、
在

宅
で
訓
練
を
継
続
す
る
た
め
の

指
導
を
希
望
す
る
方

f
若
干
名

募
集
期
間
随
時
募
集

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
７

・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
受
け
付
け
）

自
立
支
援
医
療 

（
精
神
通
院
）を
受
給 

し
て
い
る
方
へ

　
精
神
疾
患
お
よ
び
て
ん
か
ん

に
よ
る
、
通
院
の
た
め
の
医
療

費
助
成
の
制
度
で
す
。

　
通
常
、
医
療
保
険
で
は
医
療

費
の
３
割
が
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
自
立
支
援
医
療
制
度

を
併
用
し
た
場
合
は
原
則
１
割

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

本
人
・
世
帯
の
所
得
や
疾
患
な

ど
に
応
じ
て
、
月
額
自
己
負
担

上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
所
得
以
上
の
方
は
、
非
該

当
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
更
新
手
続

　
有
効
期
間
が
終
了
す
る
と
、

自
立
支
援
医
療
費
の
支
給
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
継
続
す
る

場
合
は
、
必
ず
更
新
手
続
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
更
新
手
続
は

有
効
期
間
の
３
カ
月
前
か
ら
障

害
福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
有
効
期
間
は
、
お
手
持
ち

の
受
給
者
証
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
診
断
書
の
提
出
は
２
年
に
１

度
　
更
新
手
続
に
お
け
る
診
断
書

の
提
出
は
、
病
状
お
よ
び
治
療

方
針
の
変
更
が
な
い
場
合
、
２

年
に
１
度
で
す
。
前
回
申
請
の

際
に
診
断
書
を
提
出
し
て
い
る

場
合
は
、
今
回
の
提
出
は
不
要

で
す
。
な
お
、
更
新
手
続
は
毎

年
必
要
で
す
。

　
有
効
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の

再
開
申
請
や
前
回
診
断
書
な
し

で
手
続
し
た
方
は
、
診
断
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
方
は
、
前
回
更
新

時
に
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、

手
帳
更
新
の
た
め
に
診
断
書
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
所
得
区
分
の
変
更

　
保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に
な

っ
た
、
ま
た
は
前
年
度
と
課
税

状
況
が
変
わ
っ
た
な
ど
の
場
合
、

有
効
期
間
の
途
中
で
も
所
得
区

分
変
更
手
続
が
で
き
ま
す
。
新

し
い
所
得
区
分
の
適
用
は
申
請

日
の
翌
月
初
日
か
ら
で
す
。

l
同
課
福
祉
支
援
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
４
７

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

受
給
者
の
所
得
区
分
の

変
更

　
前
年
度
と
課
税
状
況
が
変
わ

っ
た
な
ど
の
場
合
、
有
効
期
間

の
途
中
で
も
所
得
区
分
変
更
手

続
が
で
き
ま
す
。
所
得
区
分
変

更
手
続
を
行
っ
た
場
合
、
申
請

日
の
翌
月
初
日
か
ら
新
し
い
所

得
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

l
障
害
福
祉
課
福
祉
支
援
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
４
７

東久留米市シニアクラブ（各クラブ）会員募集東久留米市シニアクラブ（各クラブ）会員募集
　市シニアクラブ連合会は、市内２２のクラブから組織され、約１，３００人の会員が活動しています。
　各クラブへの問い合わせや入会の申し込みは、各クラブの会長（下表参照）までお願いします。おおむね６０歳以上の方であればどなたでも入会ができ
ますので、ぜひ、この機会の入会をお待ちしています。

表　東久留米市シニアクラブ一覧（４年６月１日現在）
クラブ名 会長名 主な活動地域 主な活動内容 電話番号

上の原クラブ 小川　洋子 上の原・神宝町・金山町 カラオケ、輪投げ、いきいき体操、健康麻雀、エアロビクス、吹き矢、スカットボールなど ０９０・７０１５・３０６１
落合ふれんず 細田　力 浅間町・新川町 グラウンドゴルフ、カラオケ、書道、健康麻雀など ０４２・４２１・７５６８
門前会 貫井　勝義 大門町・東本町・金山町・氷川台 歩こう会、カラオケ、手芸、輪投げ、吹き矢、スカットボール、水彩画など ０４２・４７１・０６２５
松栄会 葛西　正人 浅間町 ゲートボール、民踊、カラオケ、スカットボール、輪投げなど ０４２・４２５・０３３３

氷川台サンライズ 清水　欣二 氷川台 ラジオ体操、折り紙、唄おう会、健康麻雀、グラウンドゴルフ、輪投げ、スカットボール、
吹き矢、太極拳など ０９０・１１２２・８３５７

丸実会 阿蘇　茂男 本町・中央町・幸町 ゲートボール、グラウンドゴルフ、舞踊、民謡、カラオケ、唄の会、カントリーダンス、
健康麻雀、絵画、ストレッチ、エアロビ、サロン活動など ０４２・４７１・６４９１

銀杏会 川岡　光子 中央町・幸町 グラウンドゴルフ、カラオケ、民踊、ハーモニカ、手話、塗り絵、手芸、太極拳、エアロビ、
詩吟、サロンなど ０４２・４７４・６７１２

悠々会 森田　多吉 中央町・幸町 ゲートボール、グラウンドゴルフ、唄、舞踊、詩吟など ０４２・４７８・９８３３
福寿会 岩間　恒之 本町・中央町 ゲートボール、グラウンドゴルフ、軽スポーツ、カラオケ、手芸、健康麻雀、詩吟など ０９０・２７６１・５４５７
小山クラブ 當麻　繁 小山・幸町 グラウンドゴルフ、カラオケ、ウォーキングなど ０４２・４７３・０９５６

野火止会 栗田　美江子 野火止 輪投げ、スカットボール、シルバー体操、グラウンドゴルフ、レクダンス、舞踊、カラオケ、
三味線、大正琴、書道、健康麻雀、手芸、カトレア、ストレッチ体操、ぶらり歩きの会など ０４２・４７３・１８１５

ひまわり会 河合　昌幸 前沢住宅 スカットボール、輪投げ、大正琴、健康麻雀、ストレッチ体操、絵手紙、カラオケ、
ボウリングなど ０４２・４７４・２３１８

ほんむらクラブ 小野　武夫 野火止・下里周辺 カラオケ、手芸、俳句、健康麻雀、将棋、ウォーキング、棒体操、スカットボール、輪投げ、
吹き矢など ０４２・４７７・０７３７

中央クラブ 鈴木　美津子 中央町・幸町・八幡町 グラウンドゴルフ、輪投げ、スカットボール、ウォーキング、手芸、舞踊、華道、茶道、
カントリーダンス、カラオケなど ０４２・４７３・０１１６

八幡クラブ 大澤　登 八幡町・前沢 ラジオ体操、ターゲット・バードゴルフ、グラウンドゴルフ、カラオケ、エアロビクス、
健康麻雀、輪投げ、スカットボールなど ０４２・４７４・７４９９

雅友会 山之口　大 前沢地区 カラオケ、グラウンドゴルフ、唄おう会、卓球、ボウリング、いきいき体操、書道、
ストレッチ体操など ０９０・２９３５・７４１９

前沢ときわ会 鈴木　勲平 前沢 カラオケ、カントリーダンス、ターゲット・バードゴルフ、グラウンドゴルフ、健康麻雀、
ストレッチ体操、輪投げ、スカットボールなど ０８０・６５２０・１１３３

滝山青葉会 金野　保正 滝山・前沢・柳窪・下里等 カラオケ、グラウンドゴルフ、ターゲット・バードゴルフ、囲碁、カントリーダンス、
健康麻雀、唄おう会、民謡、踊り、スカットボール、輪投げなど ０４２・４７３・４９５５

草の実会 佐藤　千恵子 滝山地区・弥生町 カントリーダンス、カラオケ、健康麻雀、社交ダンス、詩吟、俳句、大正琴、
グラウンドゴルフ、輪投げなど ０４２・４７１・２６０７

メダカの会 竹本　卓爾 滝山街区 カラオケ、カントリーダンス、舞踊、健康麻雀、スカットボール、輪投げ、
グラウンドゴルフなど ０９０・５４９７・７１２６

いちょうクラブ 宮下　俊彦 下里住宅 グラウンドゴルフ、体操、カラオケ、健康麻雀、手芸、絵手紙、輪投げなど ０９０・１４５２・８３８１
西美里会 江刈内　勉 久留米西住宅 園芸、グラウンドゴルフ、唄おう会、スカットボール、輪投げ、健康麻雀など ０４２・４７３・９１４１
東久留米市シニアクラブ連合会　会長　木村　温眞　（電話０４２・４７４・６２１８）

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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（
５
面
か
ら
続
く
）

４
年
度
児
童
発
達
支
援 

セ
ン
タ
ー
わ
か
く
さ
学
園 

入
園
児
募
集

　
７
月
入
園
予
定
の
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

e
心
身
に
障
害
や
発
達
に
遅
れ

を
有
す
る
就
学
前（
６
歳
未
満
）

の
児
童

募
集
人
数
若
干
名
。
選
考
審
査

に
よ
り
入
園
の
可
否
を
決
定
し

ま
す

k
６
月
１
日
㈬
〜
８
日
㈬
に
、

わ
か
く
さ
学
園
で
配
布
す
る
所

定
の
入
園
申
請
書
を
取
得
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
期

間
内
に
直
接
わ
か
く
さ
学
園
へ

提
出
を

l
同
学
園
☎
０４２
・
４
６
７
・
３

２
７
５視

覚
障
害
者 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
募
集

　
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
短
時

間
の
ガ
イ
ド
が
で
き
る
方
歓
迎

で
す
。

仕
事
の
内
容
視
覚
障
害
者
に
対

す
る
外
出
の
支
援（
外
出
先
で

の
必
要
な
視
覚
的
情
報
の
支
援

な
ど
）

時
給
１
３
０
０
円
か
ら

資
格
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研

修（
一
般
課
程
）を
修
了
し
た
方

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
７

・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）

４
年
度
東
京
都
介
護
支
援 

専
門
員
実
務
研
修
受
講 

試
験
受
験
要
項
の
配
布

　
受
験
要
項
・
受
験
申
込
書
を

６
月
１
日
㈬
〜
３０
日
㈭
に
介
護

福
祉
課（
市
役
所
１
階
）、
健
康

課（
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
内
）、

東
部
・
中
部
・
西
部
の
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
都
庁
本

庁
舎
、
都
福
祉
保
健
財
団
で
配

布
し
ま
す
。

　
郵
送
希
望
者
は
、封
筒
に「
令

和
４
年
度
受
験
要
項
送
付
希

望
」と
明
記
の
上
、
２
５
０
円

切
手
を
貼
っ
た「
角
２
サ
イ
ズ
」

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、
〒

１６３

−

０
７
１
９
、
新
宿
区
西
新

宿
２

−

７

−

１
、
小
田
急
第
一

生
命
ビ
ル
１９
階
、
公
益
財
団
法

人
東
京
都
福
祉
保
健
財
団
人
材

養
成
部
介
護
人
材
養
成
室
ケ
ア

マ
ネ
試
験
担
当
宛
て
郵
送
を
。

試
験
日
１０
月
９
日
㈰

k
６
月
１
日
㈬
〜
３０
日
㈭
に

（
消
印
有
効
）、
必
要
書
類
な
ど

を
簡
易
書
留
で
同
財
団
宛
て
郵

送
を

l
同
財
団
☎
０３
・
３
３
４
４
・

８
５
１
２（
市
内
配
布
先
に
つ

い
て
は
市
介
護
福
祉
課
介
護
サ

ー
ビ
ス
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
５
０
）

住
環
境

浸
水
へ
の
備
え
を

　
都
下
水
道
局
で
は
、
雨
期
に

向
か
う
６
月
を「
浸
水
対
策
強

化
月
間
」と
定
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
浸
水
の
備
え
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
道
路
に
あ
る
雨

水
ま
す
や
側
溝
が
ふ
さ
が
っ
て

い
る
と
、
雨
水
が
雨
水
管
に
流

れ
込
ま
ず
、
浸
水
の
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。
雨
水
ま
す
や
側

溝
に
ご
み
を
入
れ
た
り
、
上
に

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
都
下
水
道
局
の

「
東
京
ア
メ
ッ
シ
ュ
」（http://

tokyo-am
e.jw

a.or.jp/

）

で
降
雨
情
報
を
提
供
し
て
い
る

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

l
市
施
設
建
設
課
下
水
道
計
画

担
当
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５

８
ま
た
は
都
下
水
道
局
流
域
下

水
道
本
部
計
画
課
☎
０４２
・
５
２

７
・
４
８
２
８

蚊
の
発
生
防
止

　
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
、
蚊
が
媒
介
す
る

感
染
症
の
発
生
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
蚊
の
発

生
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
蚊

に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。
蚊
の
発
生
抑
制
・

防
御
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り

で
す
。

幼
虫
対
策
不
要
な
水
た
ま
り
を

な
く
す（
例
＝
植
木
鉢
の
受
皿
、

空
き
缶
）

成
虫
対
策
▼
草
む
ら
や
や
ぶ
は

定
期
的
に
手
入
れ
す
る
▼
刺
さ

れ
な
い
よ
う
に
長
袖
の
着
用
や

必
要
に
応
じ
て
虫
避
け
剤
を
活

用
す
る

　
※
都
で
は
、
６
月
を「
蚊
の

発
生
防
止
強
化
月
間
」と
し
て

集
中
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３

民
有
地
の
ハ
チ
対
策

　
市
で
は
、
個
人
の
住
宅
や
管

理
者
が
居
る
集
合
住
宅
な
ど
、

民
有
地
に
で
き
た
蜂
の
巣
の
駆

除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ハ
チ

は
、
特
に
手
入
れ
不
足
の
庭
木

な
ど
に
多
く
巣
づ
く
り
を
し
ま

す
の
で
、
手
入
れ
を
充
分
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
ハ
チ
の
巣
を
取
り
除
く
と
き

　
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
攻
撃
性
が

少
な
い
の
で
、
薬
局
な
ど
で
ハ

チ
専
用
の
駆
除
ス
プ
レ
ー
を
購

入
し
駆
除
が
可
能
で
す
。
ス
ズ

メ
バ
チ
は
凶
暴
で
攻
撃
性
が
強

い
た
め
専
門
の
駆
除
業
者
へ
の

依
頼
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
駆
除
業
者
の
紹
介

　
市
で
は
、
協
定
を
結
ん
だ
市

内
の
駆
除
業
者
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

i
駆
除
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

依
頼
す
る
場

合
は
、
複
数

の
業
者
か
ら

見
積
も
り
を

取
り
、
ご
検

討
く
だ
さ
い

l
環
境
政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
５
３

高
齢
者
等
世
帯
に
対
す

る
ご
み
出
し
サ
ポ
ー
ト

　
市
で
は
、
高
齢
者
等
世
帯
に

対
す
る
ご
み
出
し
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
は
事
前
に
ご
用
意
い
た
だ
い

た
ご
み
収
集
容
器（
ポ
リ
バ
ケ

ツ
な
ど
）に
、
決
め
ら
れ
た
収

集
曜
日
や
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
、

ご
み
や
資
源
物
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

対
象
者
身
近
な
方
な
ど
の
協
力

を
得
て
も
な
お
、
市
が
定
め
た

収
集
・
回
収
曜
日
お
よ
び
排
出

時
間
ま
で
に
家
庭
廃
棄
物
の
排

出
が
困
難
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯
▼
介
護
保
険
法

に
基
づ
き
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
の

認
定
を
受
け
た
方
▼
身
体
障
害

者
福
祉
法
に
基
づ
き
身
体
障
害

者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の
認

定
を
受
け
た
方
▼
精
神
保
健
及

び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
級
の
認
定
を
受

け
た
方
▼
東
京
都
愛
の
手
帳
交

付
要
綱
に
基
づ
き
愛
の
手
帳
の

交
付
を
受
け
、
障
害
の
程
度
が

１
度
ま
た
は
２
度
の
方

申
請
受
付
日
時
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除

く
）

申
請
方
法
利
用
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
対
象
要
件

に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
書

類（
世
帯
全
員
分
）を
添
え
て
ご

み
対
策
課（
八
幡
町
２

−
１０

−

１０
）に
申
請
を

　
※
利
用
申

請
書
は
ご
み

対
策
課
で
配

布
す
る
他
、

市
n
か
ら
取

得
で
き
ま
す
。

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
３
・
２
１

１
７ご

み
集
積
所
跡
地
を 

売
却
し
て
い
ま
す

　
家
庭
ご
み
と
資
源
物
の
全
品

目
戸
別
収
集（
小
型
廃
家
電
類

を
除
く
）に
伴
い
、
使
用
し
な

く
な
っ
た
ご
み
集
積
所
の
跡
地

に
つ
い
て
、
跡
地
に
隣
接
す
る

土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
を
対

象
に
売
却
し
て
い
ま
す
。

売
却
対
象
者
購
入
を
希
望
す
る

跡
地
に
隣
接
す
る
土
地
を
所
有

す
る
方

売
却
除
外
地
次
の
①
ま
た
は
②

に
該
当
す
る
跡
地
は
、
売
却
を

実
施
し
ま
せ
ん
。
①
ご
み
収
集

に
伴
う
一
時
積
み
替
え
保
管
場

所
や
公
共
用
地
と
し
て
活
用
す

る
跡
地
②
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
が

存
在
す
る
跡
地

売
却
価
格
契
約
締
結
時
点
の
固

定
資
産
税
路
線
価
を
基
礎
と
し

て
、
狭
小
性
に
応
じ
た
減
価
率

を
乗
じ
た
上
で
、
工
作
物
の
撤

去
費
用
を
差
し
引
い
て
算
出

引
渡
形
態
現
状
有
姿
で
の
引
き

渡
し

　
案
内
書
は

土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
を

除
く
午
前
９

時
〜
午
後
５

時（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

に
、
ご
み
対
策
課（
八
幡
町
２

−

１０

−

１０
）で
配
布
す
る
他
、

市
n
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
３
・
２
１

１
７危

険
物
安
全
週
間

　
６
月
５
日
㈰
〜
１１
日
㈯
は
危

険
物
安
全
週
間
で
す
。
４
年
度

東
京
消
防
庁
危
険
物
安
全
標
語

は「
危
険
物
　
し
っ
か
り
ま
も

ろ
う
　
使
い
方
」で
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
の
ほ
か
、
ス

プ
レ
ー
缶
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
、
て
ん
ぷ
ら
油
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
用
の
着
火
剤
な
ど
、
火
が

着
き
や
す
く
火
事
が
起
き
や
す

い
製
品
が
あ
り
ま
す
。
製
品
に

書
か
れ
て
い

る
注
意
書
き

を
よ
く
読
み
、

正
し
く
取
り

扱
い
ま
し
ょ

う
。

◎
東
京
消
防
庁
公
式
ア
プ
リ

　
消
防
や
救

急
の
情
報
を

入
手
で
き
る

情
報
ツ
ー
ル

で
す
。

l
東
久
留
米
消
防
署
予
防
課
危

険
物
係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１

１
９

お
知
ら
せ

第
２
回
市
議
会
定
例
会

　
令
和
４
年
第
２
回
市
議
会
定

例
会
が
６
月
８
日
㈬
〜
２８
日
㈫

の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
一
般
質
問
が
１０
日
㈮
〜
１５

日
㈬
、
常
任
委
員
会
が
１７
日
㈮

〜
２１
日
㈫
、
予
算
特
別
委
員
会

が
２２
日
㈬
の
予
定
で
す（
い
ず

れ
も
土
曜
・
日
曜
日
は
休
会
）。

l
議
会
事
務
局
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
８
９

市n

市n

市n

東京消防庁n

「ときめき」第６７号
（２０２２春）の表紙

「ときめき」編集委員を募集します男女共同参画情報誌男女共同参画情報誌
　「ときめき」は、性別にかかわりなく個性と能力を発揮できる社会づくりについて共に
考え、情報を発信することを目的として発行しています。月 １回程度の会議への参加の
ほか、企画・取材・原稿作成や地域情報の提供を行っていただきます。男女共同参画に
関心のある方、文章を書くのが好きな方の応募をお待ちしています。
任期 ２ 年
応募資格市内在住で１８歳以上の方
募集人数若干名（書類選考および面接の上で決定）　
申し込み ６ 月２０日㈪までに（必着）、応募の動機を４００字程度にまとめ、住所・氏名・年
齢・電話番号を記入の上、〒２０３ー８５５５、市役所生活文化課男女共同参画係宛て郵送、
申し込みフォーム、m（seikatsubunka@city.higashikurume.lg.jp）、または直接同課
（市役所 ２階）へ提出を
　※応募書類は返却しません。
l同係☎０４２・４７０・７７３８

「ときめき」に関する市n
（バックナンバーなど）

ときめき編集委員
募集に関する市n

4．6．1 6
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お知らせ住環境高齢者・福祉



携
わ
っ
て
い
る
方

f
各
回
先
着
５０
人

d
藤
原
恵
子
氏（
社
会
福
祉
法

人
緑
風
会
緑
風
荘
病
院
管
理
栄

養
士
）、
同
保
健
所
職
員

g
５
０
０
円（
当
日
集
金
）

k
l
第
１
回
は
６
月
２３
日
㈭
ま

で
、
第
２
回
は
７
月
５
日
㈫
ま

で
に
電
話
で
同
保
健
所
生
活
環

境
安
全
課
保
健
栄
養
担
当
☎
０４２

・
４
５
０
・
３
１
１
１（
内
線

２
４
５
）へ

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾 

塾
生
募
集

a
１０
月
～
５
年
３
月（
６
カ
月

コ
ー
ス
）

b
多
摩
交
流
セ
ン
タ
ー

c「
日
本
刀
入
門
」、「
韓
国
語
を

学
ん
で
韓
国
の
文
化
を
親
し

む
」な
ど
全
１７
講
座

　
※
詳
細
は
同
塾
n（http

s: 
//tam

a-shim
in-juku.

com

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

g
４
２
０
０
円
～
８
４
０
０
円

k
７
月
８
日
㈮
ま
で
に（
消
印

有
効
）、同
塾
n
を
確
認
し
て
は

が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

〒
１８３

−

０
０
５
６
、
府
中
市
寿

町
１

−

５

−

１
、
府
中
駅
北
第

２
庁
舎
６
階
、
多
摩
交
流
セ
ン

タ
ー
内「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾
」宛

て
郵
送
を

l
同
塾
☎
０４２
・
３
３
５
・
０
１

１
１

児
童
館
の
指
定
管
理
者

を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

あ
お
ぞ
ら
」と「
中
央
児
童
館
」

の
２
児
童
館
の
管
理
運
営
に
関

す
る
業
務
を
行
う
指
定
管
理
者

を
募
集
し
ま
す
。
選
定
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
公
募
要
項
を
参
照
の
上
、
期

限
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

公
募
要
項
配
布
６
月
１
日
㈬
～

７
月
１５
日
㈮
に
市
n
ま
た
は
児

童
青
少
年
課
窓
口
で
取
得
可

参
加
表
明
書
提
出
期
限
６
月
２４

日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に（
必
着
）、

〒
２０３

−

８
５
５
５
、
市
役
所
児

童
青
少
年
課
宛
て
郵
送
ま
た
は

直
接
提
出
を

応
募
書
類
提
出
期
限
７
月
１５
日

㈮
午
後
５
時
ま
で
に
同
課
へ
直

接
提
出
を（
持
参
以
外
の
提
出

は
受
理
し
ま
せ
ん
）

l
同
課
児
童
青
少
年
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
３
５

市
空
家
等
対
策
協
議
会

の
市
民
委
員
を
募
集 

し
ま
す

　
２
年
４
月
か
ら
開
始
し
て
い

る「
東
久
留
米
市
空
家
等
対
策

計
画
」を
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
実
行
す
る
た
め
、
市
空
家

等
対
策
協
議
会
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
同
協
議
会
は
、
市
長
の

附
属
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、

学
識
経
験
者
、
市
民
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
組
織
で
す
。

　
第
３
期
の
市
民
委
員
を
次
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

任
期
８
月
２７
日
～
６
年
８
月
２６

日
の
２
年
間
。
協
議
会
な
ど
を

年
間
４
～
６
回
程
度（
平
日
午

後
）開
催
予
定

報
酬
市
条
例
の
規
定
に
よ
り
支

給応
募
資
格
満
１８
歳
以
上
の
市
民

の
方

選
考
人
数
２
人

応
募
書
類
書
式
自
由
。「
空
家
等

対
策
協
議
会
委
員
希
望
」と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
m
ア
ド
レ

ス
の
記
入
に
加
え
、
①「
応
募

動
機
」②「
身
近
に
感
じ
る
空
き

家
の
問
題
」の
２
点
を
合
わ
せ

て
８
０
０
字
程
度
で
記
入
を

応
募
方
法
６
月
３０
日
㈭
ま
で
に

（
必
着
）、
〒
２０３

−

８
５
５
５
、

市
役
所
環
境
政
策
課
宛
て
郵
送
、

同
課
窓
口（
市
役
所
５
階
）へ
直

接
提
出
、
ま
た
は
m（kankyo 

seisaku@
city.higashiku 

rum
e.lg.jp

）で
送
信
を

　
※
選
考
結
果
は
７
月
下
旬
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
提

出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

５
３市

長
の
資
産
等
報
告
書

の
閲
覧
が
で
き
ま
す

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め

の
東
久
留
米
市
長
の
資
産
等
の

公
開
に
関
す
る
条
例
」の
規
定

に
よ
り
、
ど
な
た
で
も
市
長
が

作
成
し
た
報
告
書
の
閲
覧
が
で

き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
報
告
書
資
産
等
報

告
書
、
関
連
会
社
等
報
告
書

閲
覧
期
間
６
月
６
日
㈪
か
ら
。

時
間
は
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時（
正
午
～
午
後
１
時
と
土
曜

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所
総
務
課（
市
役
所
４

階
）

l
同
課
庶
務
担
当
☎
０４２
・
４
７

０
・
７
７
１
４

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ　

支
援
貸
付
事
業

　
都
で
は
、
受
験
生
を
持
つ
生

計
中
心
者
に
対
し
て
学
習
塾
な

ど
の
費
用
や
受
験
費
用
を
無
利

子
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。
高

校
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の

対
象
校
に
入
学
し
た
場
合
、
返

済
も
免
除
と
な
り
ま
す（
入
学

に
至
ら
な
く
て
も
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
免
除
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
）。
な
お
、
今
年

度
よ
り
貸
付
要
件
が
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

貸
付
対
象
中
学
３
年
生
、
高
校

３
年
生
、
４
年
４
月
１
日
時
点

で
２０
歳
未
満
の
高
校
・
大
学
の

中
途
退
学
者
、
浪
人
生
な
ど

貸
付
金
額
▼
学
習
塾
等
貸
付
金

＝
２０
万
円
▼
受
験
料
貸
付
金
＝

中
学
３
年
生
が
２
万
７
４
０
０

円
、
高
校
３
年
生
な
ど
が
８
万

円（
い
ず
れ
も
上
限
額
）

　
※
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
に

は
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
市
n
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

k
５
年
１
月

３１
日
㈫
ま
で

に
同
課
へ

（
都
の
事
業

で
す
が
、
市

福
祉
総
務
課〈
市
役
所
１
階
〉が

窓
口
と
な
り
ま
す
）。
申
請
書

は
５
年
１
月
２０
日
㈮
ま
で
に
事

前
に
連
絡
の
上
、
同
課
へ
受
け

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

郵
送
で
の
手
続
き
も
可
能
で
す

l
同
課
福
祉
政
策
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
４
９

サ
ー
ク
ル
見
学
会 

参
加
団
体
募
集

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
活
動

中
の
サ
ー
ク
ル（
団
体
）を
対
象

に「
サ
ー
ク
ル
見
学
会
」を
開
催

し
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
に
見
学
・
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
サ
ー
ク

ル
活
動
の
紹
介
が
で
き
ま
す
。

a
９
月
１
日
㈭
～
３０
日
㈮

　
※
各
団
体
の
都
合
の
良
い
日

程
・
時
間
帯
で
随
時
開
催
し
ま

す
。

b
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
※
各
団
体
で
貸
室
を
通
常
通

り
予
約
の
上
、
貸
室
内
で
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

e
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
活
動

を
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル（
団
体
）

g
無
料

　
※
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
貸

室
利
用
代
金
は
通
常
通
り
発
生

し
ま
す
。

k
l
６
月
１５
日
㈬
～
７
月
１５
日

㈮
に
、
電
話（
☎
０４２
・
４
７
３

・
７
８
１
１
）ま
た
は
直
接
同

セ
ン
タ
ー（
午
前
９
時
～
午
後

９
時
。
６
月
２７
日
㈪
は
休
館
）

へ

職
員
募
集

学
童
保
育
所
の
夏
季
短
期 

職
員（
会
計
年
度
任
用 

職
員・ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

　
市
立
小
学
校
の
夏
季
休
業
期

間
中
の
学
童
保
育
所
短
期
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す（
学
生
可
）。

任
用
期
間
７
月
２１
日
～
８
月
３１

日勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日（
祝

日
を
除
く
）、
月
７５
時
間（
変
則

勤
務
有
り
）程
度
。
午
前
８
時

１５
分
～
午
後
６
時
の
間
で
、
４

～
７
時
間
の
シ
フ
ト
勤
務

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど募
集
人
数
１５
人
程
度

報
酬
な
ど
時
給
１
１
０
２
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
の
支

給
は
市
の
規
定
に
よ
る
）

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

添
付
）

k
６
月
２８
日
㈫
ま
で
の
月
曜
～

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）に
、
応
募

書
類
を
直
接
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係（
市
役
所
２
階
）へ

提
出
を
。
書
類
選
考
後
、
面
接

の
上
決
定
。
提
出
さ
れ
た
履
歴

書
は
返
却
し
ま
せ
ん

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
５学

童
保
育
所
の
児
童
厚
生 

員（
会
計
年
度
任
用
職
員 

・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

任
用
期
間
７
月
１
日
～
５
年
３

月
３１
日（
５
年
４
月
１
日
以
降

は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の
場

合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日（
祝

日
を
除
く
）、
月
７５
時
間（
変
則

勤
務
有
り
）程
度
。
午
前
８
時

１５
分
～
午
後
６
時
の
間
で
、
４

～
７
時
間
の
シ
フ
ト
勤
務

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど募
集
人
数
若
干
名

報
酬
な
ど
時
給
１
１
０
２
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

添
付
）

k
６
月
１４
日
㈫
ま
で
の
月
曜
～

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）に
、
応
募

書
類
を
直
接
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係（
市
役
所
２
階
）へ

提
出
を
。
書
類
選
考
後
、
面
接

の
上
決
定
。
提
出
さ
れ
た
履
歴

書
は
返
却
し
ま
せ
ん

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
５

官
公
署

　
な
ど

性
別
に
よ
る「
無
意
識

の
思
い
込
み
」に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

　

都
で
は
、
性
別
に
よ
る「
無

意
識
の
思
い
込
み（
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）」に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

c「
仕
事
」「
家
庭
」「
子
供
・
若

者
」の
３
部
門
に
つ
い
て
の「
性

別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い
込

み
」に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド（
４

０
０
字
以
内
）

e
都
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方（
年
齢
不
問
）

j
抽
選
で
４
０
０
人
の
方
に
感

謝
品
を
進
呈

k
７
月
１８
日
㈪
ま
で
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
フ
ォ
ー
ム
か

ら
応
募
を
。
募
集
の
詳
細
は
都

n
を
ご
覧
く
だ
さ
い

l
都
生
活
文

化
ス
ポ
ー
ツ

局
☎
０３
・
５

３
８
８
・
３

１
８
９健

康
づ
く
り 

調
理
師
研
修
会

a
▼
第
１
回
＝
６
月
３０
日
㈭
、

７
月
６
日
㈬
の
２
日
間
▼
第
２

回
＝
７
月
１２
日
㈫
・
１４
日
㈭
の

２
日
間

　
※
各
日
午
後
２
時
～
４
時
。

第
１
回
、
第
２
回
の
い
ず
れ
か

に
お
申
し
込
み
を
。

b
多
摩
小
平
保
健
所

c
テ
ー
マ
＝「
食
品
衛
生
の
話
」、

「
新
し
い
生
活
様
式
で
の
食
と

健
康
」、「
栄
養
し
っ
か
り
お
い

し
く
減
塩　
介
護
に
お
す
す
め

乳
和
食
」

e
飲
食
店
な
ど
で
調
理
業
務
に

　きれいな政治、明るい選挙を進めるため、選挙啓発ポスター作品を募集
します。
ポスターの内容投票参加など選挙への関心を持つよう訴えるもの、明るい
選挙の実現を呼び掛けるもの
応募資格小学校児童、中学校・高等学校の生徒
応募期間 ９ 月 ９ 日㈮まで
提出先市内の学校に在学の方は各学校、その他の方は市選挙管理委員会（市
役所 ７ 階）
画材と大きさ描画材料は自由（紙や布など、絵の具材料だけに限りません）。
大きさは画用紙の四つ切（５４２mm×３８２mm）、八つ切（３８２mm×２７１mm）
i作品の裏面右下に学校名・学年・氏名（ふりがな）を必ず記入してくださ
い。応募作品は原則として返却しません。なお、優秀作品については啓発
パンフレットなどに利用させていただく場合があります
l同事務局☎０４２・４７０・７７９０

「令和４年度
東京都明るい選挙ポスターコンクール」作品募集作品募集

市n

都n

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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（
７
面
か
ら
続
く
）

多
摩
六
都
科
学
館
組
合

職
員
募
集

募
集
職
名
事
務
補
助
員(

会
計

年
度
任
用
職
員)

任
用
期
間
７
月
１
日
～
５
年
３

月
３１
日

職
務
内
容
文
書
作
成
、
デ
ー
タ

入
力
、
書
類
整
理
、
電
話
対
応

な
ど

募
集
人
数
１
人

応
募
資
格
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
な
ど
）の
基
本
的
な

操
作
が
で
き
る
方

選
考
方
法
書
類
審
査
お
よ
び
面

接（
面
接
日
＝
６
月
２６
日
㈰
）

募
集
要
項
・
申
込
書
等
同
組
合

管
理
課
で
配
布
ま
た
は
同
組
合

n（http://w
w

w
.tam

arok 
uto-sc.or.jp

）か
ら
取
得
を

申
込
方
法
申
込
書
な
ど
を
６
月

１
日
㈬
～
１３
日
㈪
の
間
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
同
組
合
管

理
課(

西
東
京
市
芝
久
保
町
５

ー
１０
ー
６４
）に
直
接
提
出（
４
日

㈯
・
５
日
㈰
・
１１
日
㈯
・
１２
日

㈰
を
除
く
）、
ま
た
は
郵
送
を

（
６
月
１３
日
消
印
有
効
）

　
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

l
多
摩
六
都
科
学
館
組
合
事
務

局
管
理
課
☎
０４２
・
４
６
９
・
６

９
８
２
ま
た
は
市
企
画
調
整
課

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
０
２

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

地
域
福
祉
活
動
補
助
金

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
活

用
し
て
東
久
留
米
市
ら
し
い
地

域
福
祉
活
動
を
す
す
め
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
非
営
利
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
社
協
と
パ
ー
ト
ナ

ー
に
な
り「
安
心
と
心
ゆ
た
か

な　
み
ん
な
の
ふ
く
し
の
ま
ち

づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
の
補

助
金
で
す
。
詳
細
は
、
募
集
要

項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

要
項
配
布
・
申
請
期
間
７
月
１

日
㈮
～
８
月
１
日
㈪（
午
後
５

時
ま
で
に
必
着
）

配
布
・
申
請
場
所
市
社
会
福
祉

協
議
会
n
、
同
協
議
会
事
務
局
、

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

個
別
相
談
会
７
月
４
日
㈪
～
２２

日
㈮（
要
予
約
）

k
l
同
協
議

会
地
域
福
祉

担
当
☎
０４２
・

４
７
５
・
０

７
３
９

食
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
講
座「
食
べ
る
の
に

困
る
と
い
う
こ
と　
　
　

～
で
き
る
こ
と
は
何
？
」

　
「
家
賃
が
高
く
て
大
変
」「
子

育
て
の
こ
と
で
モ
ヤ
モ
ヤ
」「
食

べ
る
も
の
を
切
り
詰
め
て
何
と

か
生
活
し
て
い
る
」そ
ん
な
つ

ぶ
や
き
に
耳
を
澄
ま
す
や
さ
し

い
街
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
し
て

フ
ー
ド
ロ
ス(

食
品
の
無
駄)

を

解
決
す
る
た
め
の
活
動
で
す
。

と
も
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
主
催
は
東
久
留
米
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
ひ
よ
こ
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
。

　
※
４
年
度
地
域
協
働
事
業
。

a
b
c
次
の
３
つ
で
構
成

①
学
習
会「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ

ー
と
は
？
」他
＝
６
月
２２
日
㈬

午
後
２
時
～
３
時
半
、
中
央
町

地
区
セ
ン
タ
ー
２
階
第
三
・
四

会
議
室
で

②
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
＝
７
月
３０
日
㈯
午

後
２
時
～
５
時
が
食
品
整
理
作

業
、
７
月
３１
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時
が
食
品
配
布
、
い
ず
れ
も

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
た
ま
ご

（
下
里
２
ー
５
ー
１１
、
天
理
教

玉
郷
分
教
会
）で

③
ふ
り
か
え
り
座
談
会
＝
８
月

３
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時
、
自

然
食
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

Y
O

U
R　

B
IG

　

FA
M

ILY

（
本
町
４
ー
１０
―
２５)

で

e
市
内
在
住
・
在
勤
で
食
の
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

で
き
る
方

f
先
着
２０
人

d
大
山
忠
行
氏(

フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
た
ま
ご
）

i
い
ず
れ
か
１
回
の
み
の
参
加

も
可

k
６
月
１７
日
㈮
ま
で
に
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
、
m(volunteer 

@
higashikurum

e-shak 
yo.or.jp

）、
ま
た
は
電
話
で

市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７
５

・
０
７
３
９

へl
同
セ
ン
タ

ー
東
京
学
芸
大
学
附
属 

特
別
支
援
学
校 

４
年
度
学
校
公
開
・ 

入
学
説
明
会

a
e
６
月
１３
日
㈪
が
教
職
員
限

定
。
７
月
２３
日
㈯
、
９
月
３
日

㈯
・
１７
日
㈯
、
１０
月
１
日
㈯
、

５
年
２
月
６
日
㈪
が
幼
児
部

（
小
学
部
）・
中
学
部
・
高
等
部

へ
の
令
和
５
年
度
入
学
を
希
望

・
検
討
さ
れ
て
い
る
方（
３
歳

児
・
小
学
校
６
年
生
・
中
学
校

３
年
生
）と
そ
の
保
護
者
お
よ

び
担
任
教
職
員
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
１０
時
～
１１
時
５０
分

（
９
時
半
か
ら
受
け
付
け
。
９

時
４０
分
か
ら
学
校
紹
介
ビ
デ
オ

上
映
あ
り
）

　
※
中
学
部
・
高
等
部
へ
の
入

学
希
望
者
は
本
人
が
参
加
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

　
※
幼
児
部
の
入
学
希
望
者
に

は
、
随
時
、
幼
児
部
の
教
育
に

つ
い
て
の
説
明
・
学
校
見
学
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す(

要
電
話

申
し
込
み
）。

b
東
京
学
芸
大
学
附
属
特
別
支

援
学
校（
氷
川
台
１
ー
６
ー
１
）

c
学
校
概
要
・
各
学
部
の
教
育

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
、
校
内

見
学
ほ
か

　
※
詳
細
は
同
校
へ
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

j
７
月
２３
日
㈯
の
入
学
説
明
会

後
～
１０
月
２１
日
㈮
の
間
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時（
正
午
～
午

後
１
時
を
除
く
）に
入
学
願
書

を
配
布
し
ま
す

k
l
電
話
で
同
校
☎
０４２
・
４
７

１
・
５
２
７
４
へ

東
京
都
都
市
計
画
審
議

会
の
傍
聴
者
募
集

a
９
月
２
日
㈮
午
後
１
時
半
か

らb
都
庁
会
議
室

f
１５
人（
事
前
抽
選)

i
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
案
件
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

会
議
が
一
部
非
公
開
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

j
付
議
予
定
案
件
は
都
都
市
整

備
局
n
ま
た
は
都
都
市
計
画
課

へ
問
い
合
わ
せ
を

k
８
月
１０
日
㈬
ま
で
に(

消
印

有
効)

、
往
復
は
が
き（
１
人
１

通
の
み
有
効)

に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
傍
聴
希
望
の
旨

を
記
入
の
上
、
〒
１６３
ー
８
０
０

１
、
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画

課
宛
て
郵
送
を

l
同
課
計
画
監
理
担
当
☎
０３
・

５
３
８
８
・
３
２
２
５

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
電
子
納
税

が
大
変
便
利
で
す

　
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム

で
の
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
電
子
納
税
が

大
変
便
利
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
な
ど
で
の
納
税
に
加
え
て
、

事
前
に
登
録
し
た
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
が
で
き
る
ダ
イ
レ
ク

ト
納
付
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

全
国
の
自
治
体
に
一
括
で
納
税

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

３
年
１０
月
か
ら
都
民
税
利
子
割

・
都
民
税
配
当
割
・
都
民
税
株

式
等
譲
渡
所
得
割
の
納
入
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
n
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

l
立
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３
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７
１

会員募集
◆ユニカール東久留米＝a毎週水曜日午前
９ 時～正午b青少年センターg入会金 
１，０００円、会費月５００円jカーリングの屋内
版、「ユニカール」を体験してみませんかl
𠮷川☎０８０・６８１８・３０６５
◆東久留米市ラジオ体操連盟＝a毎日午前
６ 時１０分～ ７ 時b滝山公園、本村小学校、
ひばりが丘南公園など ６ カ所g年会費 
１，２００円j初心者歓迎。正しいラジオ体操、
練功十八法を身に付け健康維持l對

つし　ま

馬☎
０４２・４７１・５７４２
◆書道（NPO法人国際書画交流会）＝a月
２ 回。月曜・水曜・金曜・日曜日に各コー
スあり。日曜日コースは学生。午前 ９ 時半
～正午他b浅間町一丁目自宅、ひばりが丘
団地北集会所g会費月２，０００円j初心者・
高齢者歓迎。師範資格取得も可。住所を
SMSでお送りください。資料投函します
l福田☎０９０・９３９６・６９６４
◆体操クラブステップ＝a月 ３ 回。木曜日
午前１０時～１１時半bコミュニティホール東
本町g入会金１，０００円、会費月２，５００円j筋
力アップ、ストレッチなどで自分の体を確

認してみませんかl渡辺☎０４２・４７４・８４７２
◆カラオケ（歌友会）＝a月 ６ 回。月曜・水
曜・金曜日午後 １ 時～ ４ 時b西部・東部地
域センターg入会金１，０００円、会費月２，０００
円j歌の好きな方、連絡待ってます。初心
者歓迎。見学自由ですl村瀬☎０４２・４７３・
３８８９
◆料理（あしたの食卓）＝a月 ２ 回。第 １ ・
第 ３ 水曜日午前 ９ 時～午後 １ 時半b西部地
域センターg会費 １ 回７００円他j献立、料
理、会食まで自主運営。６０歳以上の方を募
集l伊藤☎０４２・４７６・７９９７
◆少年サッカー（東久留米キッカーズ）＝a
毎週土曜・日曜日他b第三小学校、西部運
動広場他j入会費は学年によって異なりま
すl高橋☎０９０・１１５４・３１５６
◆四

よん

四
よん

卓球クラブ＝a毎週木曜日午後 １ 時
４０分～ ３ 時５０分他bスポーツセンター、わ
くわく健康プラザg会費年５，０００円j健康
のため、ラージボール卓球を楽しみません
かl大内☎０８０・５４９４・６４３１

催 し
◆あしながチャリティーコンサート「童謡
まつり」（童謡を歌う会）＝a ６ 月１２日㈰午
後 ２ 時開演b生涯学習センターホールg入
場料２００円j入場料は全額あしなが育英会
へ寄付しますl井上☎０９０・５５６５・０５５２

◆おちゃわんリサイクル（おちゃわんリサ
イクルの会）＝a ６ 月１１日㈯午前１０時～午
後 ２ 時半b市役所 １ 階屋外ひろば（雨天中
止）jいらない陶器をお持ちください。ガ
ラスは持ち込まないでくださいl江波☎
０４２・４７３・８８１５
◆リサイクルイベント（きぼう工房リユー
ス推進会）＝a ６ 月１１日㈯午前１０時～午後
４ 時b市役所 １ 階屋内ひろばj使わなくな
ったパソコン（現地でデータ消去）・家電・
日用品をお持ちくださいl松永☎０４２・４２０
・１７６４
◆第３１回朗読サロン（東久留米図書館友の
会）＝a ６ 月２５日㈯午後 １ 時半～ ３ 時b生
涯学習センター音楽室j先着２０人。お口の
体操などを含む朗読の会。要電話予約l辻
☎０４２・４７３・２９２５
◆糊

のり

流し防染による藍染展（染め工房布
ふ ふ

fu
＆ギャラリー）＝a ６ 月 １ 日㈬～ ５ 日㈰午
前１１時～午後 ６ 時b染め工房布fu＆ギャラ
リー（本町 ３ － ７ －１１）j佐竹幸郎による藍
染の作品展です。 ３ 日㈮午後 ３ 時から投げ
銭ライブありl布澤☎０９０・９９５０・１１７８
◆エンディングセミナー（明るい相続終活
協会）＝ab ６ 月１２日㈰午前１０時～１１時半
が東部地域センター、 ６ 月１９日㈰午後 １ 時
半～ ３ 時が生涯学習センターj４０代～８０代
までの方々に聞いていただきたい内容です。

予約優先ですl工藤☎０９０・９１０６・７６４７
◆日本の名曲を英語で歌おう（NPOこころ
あ）＝a ６ 月 ５ 日㈰午後 ２ 時からbカフェ
・ジンドー（東本町 ５ － １ ）g参加費５００円

（未就学児無料）j講師メアリージュン。今
回は演歌「舟唄」l山本☎０８０・７０００・４６３５
◆体験会（絵手紙、エアロビ体操、コーラス）

（新日本婦人の会東久留米支部）＝a絵手紙
・エアロビが ６ 月２８日㈫午前１０時から、コ
ーラスが ６ 月 ７ 日㈫午後 １ 時からと２１日㈫
午前１０時からb生涯学習センターg参加費
無料（絵手紙のみ用紙代１００円）j新婦人の
サークルでご一緒に楽しみませんか。予約
推奨l永山☎０４２・４７４・８０２４
◆粉

こ

引
ひ

きのぐい呑み・湯のみを作ろう（楽
陶会）＝a ６ 月 ８ 日㈬午後 １ 時から、 ７ 月
６ 日㈬午後 １ 時からb生涯学習センター創
作室g参加費８００円j人気の陶芸、粉引き
でイッピンを作ります。初心者も大歓迎で
すl土肥☎０８０・５０１４・７７８５

市 民 伝 言 板

　スマートフォンなどで同アプリを取得して「お住まいの地
域」で「東京都東久留米市」を登録の上、ご利用ください。
i通信料は利用者の負担になります
l秘書広報課広報係☎０４２・４７０・７７０８

行政情報アプリ「マチイロ」でも
「広報ひがしくるめ」をご覧になれます

申し込みフォーム

eLTAXn

マチイロ

同協議会n
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